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皆
さ
ん
の
声
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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清水ミチコ　
トーク＆ライブ2012

アンディ先生の
ストリートマジック＋イリュージョン

日程　1月28日㈯
場所　大ホール
開演　午後6時30分　
入場料　4,000円
（全席指定）
※未就学児の入場はで
きません。
前売り開始　10月30日㈰
午前10時～
電話予約　11月2日㈬
午前9時～

文化会館自主事業

日程　2月12日㈰
場所　中ホール
開演　午後2時
入場料　800円
（自由席）
※3歳以下は無料ですが、
席はありません。
前売り開始　11月4日㈮
午前10時～
電話予約　11月9日㈬　
午前9時～

チケット取り扱い　文化会館、各プレイガイド
■問　文化会館☎（492）1121

西白井複合センター
（レクリエーションホール）

11月6日㈰
午前10時～ 11時30分

冨士センター
（大集会室）

11月6日㈰
午後2時～ 3時30分

公民センター
（レクリエーションホール）

11月5日㈯
午後2時～ 3時30分

白井駅前センター
（レクリエーションホール）

10月30日㈰
午前10時～ 11時30分

白井コミュニティセンター
（多目的ホール）

10月30日㈰
午後2時～ 3時30分

　
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
長
が
皆
さ
ん
と
直
接
会
っ
て
、
市
政
に
関
す
る
ご

意
見
な
ど
を
伺
う
場
と
し
て
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　
白
井
市
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
率
直
な
意

見
な
ど
を
市
長
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
申
し
込
み
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ど
の
会
場
に
来
て
も
参
加
で
き
ま

す
。
各
会
場
と
も
駐
車
場
の
台
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
徒
歩
や
自
転
車
で
の
来
場
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
　
内

線
3
3
7
1

　

11月5日㈯
午前10時～ 11時30分

桜台センター
（レクリエーションホール）

　決められたテーマ
はありません。
　日ごろ皆さんが
思っていることや
困っていることなど
を直接お聞かせくだ
さい。白井市長

伊澤史夫

清水ミチコ アンディ先生

　
10
月
1
日
付
け
で
副
市
長
に
就
任

し
ま
し
た
宇
井
隆
浩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
伊
澤
市
長
の
補
佐
役
と

し
て
の
職
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
今
日
の
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
な
変
化
の
中
に
あ

り
、
基
礎
自
治
体
で
あ
り
ま
す
市
町

村
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
が
進
め

ら
れ
る
中
、
市
民
・
議
会
・
行
政
が

一
体
と
な
り
、
自
ら
の
責
任
の
も
と

に
行
政
運
営
を
改
善
、
充
実
を
さ
せ

て
い
く
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
白
井
市
に
お
い
て
も
財
政
の
健
全

性
を
維
持
し
な
が
ら
、
地
域
が
輝
き
、

安
全
で
よ
り
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
千
葉
県
職
と
し
て
28
年
間
培
っ

た
経
験
を
生
か
し
、
伊
澤
市
長
の

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
下
に
、
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副市長
宇井隆浩

全力で市長を補佐します
～副市長就任あいさつ～



Q
　
小
学
3
年
生
の
娘
が
、
ロ
ー

ラ
ー
付
き
シ
ュ
ー
ズ
で
遊
ん
で
い
た

が
、
で
こ
ぼ
こ
の
道
で
転
ん
で
け
が

を
し
た
。
擦
り
傷
だ
け
で
大
き
な
け

が
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
同
じ
よ

う
な
事
故
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
40
代
・
男
性
）

A
　
ロ
ー
ラ
ー
付
き
シ
ュ
ー
ズ
は
、

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
の
よ
う
に
滑
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

で
す
が
、
使
用
者
本
人
の
事
故
だ
け

で
な
く
、
巻
き
添
え
事
故
も
全
国
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
使
用
者
本
人
の

事
故
で
は
、
擦
り
傷
の
よ
う
な
軽
度

の
も
の
か
ら
、
手
首
や
足
の
骨
折
、

車
と
接
触
し
て
大
け
が
を
す
る
と
い

う
事
例
ま
で
あ
り
ま
す
。
巻
き
添
え

事
故
で
は
、
後
ろ
か
ら
猛
ス
ピ
ー
ド

で
近
づ
い
て
き
た
子
ど
も
を
避
け
よ

う
と
し
て
転
倒
し
、
骨
折
を
し
た
と

い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
靴
は
通
常
の
靴
と
見
た
目
が

そ
っ
く
り
で
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

の
よ
う
に
見
た
だ
け
で
す
ぐ
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
出
会
い
頭
に
不

意
に
起
こ
る
事
故
も
多
い
よ
う
で
す
。

ス
ー
パ
ー
や
大
型
店
舗
で
は
、
使
用

禁
止
の
張
り
紙
な
ど
も
見
受
け
ら
れ

ロ
ー
ラ
ー
付
き
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
た
子
ど
も
が
転

ん
で
け
が
を
し
た

ま
す
。

　
取
扱
説
明
書
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
な
ど
の
安
全
装
具
の

装
着
や
、
人
通
り
の
多
い
場
所
で
の

使
用
禁
止
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
お
り
、
使
用
法
を
子
ど
も
に
も
わ

か
る
よ
う
に
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
や

D
V
D
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

禁
止
事
項
は
あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
子
ど
も
が
使
用
す
る

も
の
な
の
で
、
保
護
者
は
使
用
場
所

や
マ
ナ
ー
な
ど
も
し
っ
か
り
子
ど
も

に
説
明
し
理
解
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
交
通
量
の
多
い
道
路
な
ど

で
の
使
用
は
、
道
路
交
通
法
の
禁
止

行
為
に
あ
た
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
使
用
に
際
し
て

は
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
正
し
い
使
用
法
で
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　「
正
し
い
使
用
法
に
も
か
か
わ
ら

ず
け
が
を
し
た
」「
巻
き
込
ま
れ
た
」

な
ど
困
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
相

談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2

階
相
談
室
）

147

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　皆さんか
ら寄せられ
た東日本大
震災義援金
（市受け付
け分）は、
9月15日現在で5,433,332円集
まり、日本赤十字社を通じて
被災地に届けました。
　義援金は平成24年3月31日
まで受け付けます。
■問　社会福祉課厚生班☎（49
7）3482

義援金
ありがとう

生
活
用
品
交
換
広
場

　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
環
境
課
前
で
情
報
を
掲

示
し
て
い
ま
す
。 　申請の受け付けは予算額に達した時点

で終了します。
受付日時　24日㈪　午前9時～
受付場所　環境課
■申・■問　直接環境課環境保全班　内線
3276・7へ

住宅用太陽光発電システム
設置費補助金申請第二次受け付け

新規　ファミリーマート白井堀込
店（堀込）
■問　環境課きれいなまちづくり班
内線3274・5

粗大ごみ処理券
取り扱い登録店

　県および市独自で農産物の放射性物質検査を実施しました。
農産物の採取日、放射性ヨウ素およびセシウムの値は下表のと
おりです。
【放射性物質暫定規制値（野菜類）】
放射性ヨウ素　2,000ベクレル/㌔㌘
放射性セシウム　500ベクレル/㌔㌘
■問　農政課農政班　3251・2

放射性物質検査結果

採取日 品目
放射性ヨウ素・セシウム
（ベクレル／㌔㌘）

ヨウ素 セシウム134 セシウム137
9月14日 チンゲン菜 検出せず 検出せず 検出せず
9月20日 梨（新高） 検出せず 検出せず 検出せず
※「検出せず」とは放射性物質が存在しないか放射性ヨウ素、
放射性セシウム134、放射性セシウム137とも20ベクレル／㌔
㌘未満であることを示します。

農産物の放射性物質検査結果

駐輪場

駐車場

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　「
伝
え
よ
う
・
深
め
よ
う
　
白
井
の
魅
力
と
地
域
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
恒
例
の
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
を
22
日
㈯
・
23
日
㈰
に
市
役
所
駐
車
場
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催
の
2
日
間

は
来
場
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
白

井
消
防
署
脇
か
ら
市
役
所
裏
側
の
図

書
館
駐
車
場
入
り
口
ま
で
を
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
車
両
通
行
止

め
に
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
会
場
で
は
飲
食
物
を
取
り

扱
っ
て
い
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
同
伴
の

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
併
せ
て
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
通
行
止
め
区
間
や
駐
車
場
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
商
工
会
内
）
☎
（
4
9

2
）
0
7
2
1
、
市
商
工
振
興
課
商

工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
1

　
不
用
品
の
価
格
は
無
料
で
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
情
報
】

○
室
内
用
ゲ
ー
ジ
（
小
動
物
用
）

○
健
康
チ
ェ
ア
ー
（
子
供
用
）

○
籐と
う
カ
ー
ペ
ッ
ト

○
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
（
15
・
28
型
）

○
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

○
ベ
ビ
ー
カ
ー

○
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

【
さ
が
し
て
い
ま
す
情
報
】

○
赤
ち
ゃ
ん
用
の
手
押
し
車
　

○
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
（
深
鉄
鍋
）

○
ソ
フ
ァ
ー
（
1
人
用
、
2
人
用
）

○
ミ
ニ
耕
運
機

○
足
踏
み
ミ
シ
ン

○
自
転
車
（
26
㌅
以
上
、
子
ど
も
と

一
緒
に
乗
れ
る
も
の
）

○
子
供
用
自
転
車
（
16
㌅
）

○
幼
児
用
三
輪
車
（
12
㌅
自
転
車
で

も
可
）

○
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ

○
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ

ヤ
ー

○
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

○
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン

○
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

○
ス
ト
ー
ブ

○
ロ
デ
ィ
オ
ボ
ー
イ

○
七
五
三
雪
駄
（
5
歳
児
用
）

※
8
月
31
日
現
在
の
情
報
で
す
。

申
・
問

　
申
込
書
（
環
境
課
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、　
環
境
課
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
班

　
内
線
3
2
7
5

へ

　犬を所有・管理している
人は、狂犬病予防法の規定
により毎年1回狂犬病の予
防注射を受けさせることに
なっています。
　狂犬病の予防注射は生後
90日を経過した日から受け
させることができます。
　今年度に狂犬病の予防注射を受けさせていない場合は、
動物病院で受けさせるようにしてください。
　この予防注射を受けた後、環境課で「狂犬病予防注射済
票」の交付手続きを行いますので、市役所に来庁してくだ
さい（4月に実施した集団予防注射を受けた犬については
交付手続き済のため、来庁の必要はありません）。
■問　環境課環境保全班　内線3276・7

狂犬病の予防注射は済んでいますか

ふるさとまつりは午前9時30分から午後3時までです

※
各
コ
ー
ナ
ー
、
舞
台
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
広
報
し
ろ
い
10
月
1
日
号
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

会場で会おうね（なし坊・かおり）
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真
の
訪
問
介
護

　「
歳
を
と
っ
て
も
、障
害
が
あ
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
た
い
」
と
多
く
の
人

が
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
を
支
え

る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と

し
て
訪
問
介
護
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
ヘ
ル
パ
ー
が
、
家
庭
に
訪
問

し
て
仕
事
を
行
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
た
介
護
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

に
沿
っ
て
行
う
公
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
生
活
援
助
（
掃
除
・
洗
濯
・
調

理
・
買
い
物
・
薬
と
り
・
寝
具
の

手
入
れ
・
衣
類
の
整
理
・
補
修
）、

身
体
援
助
（
排
泄
・
食
事
・
入
浴

の
介
助
）
な
ど
の
援
助
を
利
用
者

の
安
全
と
健
康
状
態
を
見
守
り
な

が
ら
行
い
、
そ
れ
を
記
録
し
、
変

化
が
あ
る
場
合
は
必
要
な
関
係
機

関
に
つ
な
げ
、
生
活
や
介
護
の
悩

み
相
談
・
助
言
も
行
い
ま
す
。

自
立
を
支
援

　
主
役
は
利
用
者
で
す
。
生
活
の

仕
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
当
然

で
す
。
生
活
の
援
助
も
身
体
介
護

も
利
用
者
の
使
い
慣
れ
た
道
具
や

方
法
で
行
う
の
を
原
則
と
し
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
く
て
も
、
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ヘ

ル
パ
ー
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た

支
援
で
利
用
者
の
持
っ
て
い
る
力

を
尊
重
し
ま
す
。
ほ
か
の
人
と
比

べ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
「
自
立

し
て
い
る
」
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
が
そ
の
人
の
自
信
と
な
り
、

心
の
ケ
ア
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り

違
う
も
の
で
「
あ
そ
こ
の
家
で
は

や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
に
、
う
ち

で
は
や
っ
て
く
れ
な
い
」
と
い
う

の
も
、
そ
の
人
の
で
き
る
内
容
に

違
い
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

利
用
者
主
体
の
支
援

　
介
護
保
険
制
度
は
3
年
毎
に
計

画
の
見
直
し
が
あ
り
、
内
容
が
変

更
さ
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
側
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
対
応

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
変

わ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
常
に

利
用
者
主
体
の
支
援
を
す
る
姿
勢

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
者
紹
介

　
地
域
の
要
支
援
者
、
要
介
護
者

を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
訪
問
介
護
の
事
業
所
で
す
。

訪
問
介
護

　
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ

（
大
山
口
2
―
4
―
1
―
5
0
4
）

☎
（
4
9
1
）
9
2
2
3

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
07

訪
問
介
護
　
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ

検 診 の 現 場 か ら　vol.7

歯の定期健診を受けましょう
　おしゃれで便利な携帯用歯ブラシが流行し、昼食
後の歯磨き「ランチ歯みがき」をする人が職場や学
校で増えています。
　「ランチ歯みがき」の普及もあり、1日に3回歯磨き
をする人が増加し、虫歯や歯周病の予防につながっ
ています。
　しかし、どんなに丁寧に磨いても残ってしまう汚
れがあるものです。歯の健康を保つためには毎日の
歯磨きに加えて、1年に1、2回は歯の定期健診を受け
ましょう。
　かかりつけ歯科医は「歯の健康サポーター」です。
かかりつけ歯科医で定期的に診察を受けておくと、
歯や歯ぐきのちょっとした変化にも気付きやすくな
ります。
　市の歯周疾患検診は、40・50・60・70歳の人を対
象に実施していますので、歯と口の健康を守るため、
ぜひ継続して歯の定期健診を受けていただけたらと
思います（今年度対象者には3月中に通知済です）。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
〜
平
日
コ
ー
ス
〜

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
マ
マ
友
達
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

課
・
日
時
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

※
5
課
（
11
月
30
日
）
の
赤
ち
ゃ
ん

同
窓
会
の
対
象
は
、
平
成
23
年
5
月

に
実
施
し
た
「
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ス
」
に
参
加
し
た
人
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
午
後
2
時
30

分
ま
で
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
4
課
（
11
月
24
日
）
は
文
化
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
す
。

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費

　
4
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
と
し
て
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
パ
パ
の
子
育

て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
筆
記
用
具
（
日

程
に
よ
り
エ
プ
ロ
ン
や
体
操
の
で
き

る
服
装
が
必
要
）

保
育

　
あ
り

申
・
問

　
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
電

話
か
直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

※
保
育
の
希
望
者
は
併
せ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

もうすぐパパママクラス（平日コース）
課 日時 内容
1 11月11日㈮　13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活・妊婦体操
2 11月15日㈫　10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）
3 11月17日㈭　13：30 ～ 16：00 お産の経過、妊娠中の歯の保健
4 11月24日㈭　13：30 ～ 14：40 マタニティコンサート＋α

5 11月30日㈬　13：30 ～ 16：00
赤ちゃんの風呂の入れ方、先輩
ママ＆赤ちゃんとの交流、あか
ちゃん同窓会（14：30 ～）

※妊婦体験ジャケットの試着は、随時行います。

　年齢を重ねてもおいしく食べるために口の健康はとても
大切です。一日3食、バランスの良い食事を取ることは、老
化の進行を穏やかにする効果が期待できます。
　この教室では歯科衛生士が噛む力や飲み込むための筋肉
を鍛える体操、唾液の分泌を促すマッサージなどの実技を
行います。管理栄養士からは栄養バランスをとる工夫や簡
単な調理方法などを学びます。
日程・内容・担当者　下表のとおり
時間　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　市内在住65歳以上　20人
■申・■問　11月2日㈬までにはがきかファクスまたはＥメー
ルに氏名・性別・年齢・電話番号を記入の上、高齢者
福祉課高齢者支援班☎（497）3484・ ℻（492）3033・
koureisya-fukusi@city.shiroi.chiba.jpへ
※電話で申し込むこともできます。

しろい歯にか味教室
日程 内容 担当者

11月17日㈭ いきいき夢手帳（介護予防手帳）を
使ってみよう、梨トレ体操

高齢者福祉
課職員

12月1日㈭ お口の健康について（講義・実技）歯科衛生士
12月15日㈭ 高齢者の栄養について（試食あり）管理栄養士

12月22日㈭ 市の介護予防プログラムの紹介、梨
トレ体操など

高齢者福祉
課職員

しろい歯
は

にか味
み

教室

し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い

人
（
利
用
会
員
）、
手
助
け
が
で
き

る
人
（
提
供
会
員
）
が
会
員
と
な
っ

て
援
助
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
利
用
会
員
　
生
後
6
カ
月
以

上
10
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
市
内

在
住
・
在
勤
者
　
提
供
会
員
　
市
内

在
住
で
心
身
と
も
に
健
康
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人

援
助
内
容

　
次
の
と
お
り

●
保
育
施
設
な
ど
へ
の
子
ど
も
の
送

迎
や
預
か
り

●
保
護
者
な
ど
が
病
気
や
急
用
な
ど

の
場
合
の
預
か
り

●
買
い
物
な
ど
の
外
出
時
の
預
か
り

●
そ
の
ほ
か
支
援
が
必
要
な
場
合
の

援
助

活
動
（
利
用
）
時
間
・
金
額

①
月
〜
金
曜
日
　
午
前
6
時
〜
午
後

10
時
・
1
時
間
7
0
0
円

②
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

と
①
以
外
の
時
間
・
1
時
間
9
0
0

円入
会
説
明
会

　
入
会
を
希
望
す
る
人
は
入
会
説
明

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
入
会
説

明
会
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

日
時
　
11
月
11
日
㈮
、
12
月
19
日
㈪
、

1
月
17
日
㈫
、
2
月
8
日
㈬
、
3
月

5
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
提
供
会
員
に
な
る
人
は
基
礎
研
修

を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
同
日
の
午
後

1
時
〜
4
時
）。

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

　
保
護
者
の
顔
写
真
2
枚

（
縦
3
㌢
㍍
×
横
2
・
5
㌢
㍍
）

申
・
問

　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
6
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

へ

　市内で開業している身近な医師の講演会です。今
回の担当は呼吸器内科の医師による「禁煙」がテー
マの講演です。「禁煙したい」と少しでも考えたこと
がある人やその家族をはじめ「かかりつけ医をどこ
にしようか」と考えている人にもお勧めです。
日時　11月5日㈯　午後2時～ 3時30分（受け付け　
午後1時30分～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住　60人
講師　もりや内科･呼吸器科クリニック院長　森谷哲
郎医師
■申・■問　事前に年齢・電話番号・医師に質問した
いことを記入の上、ファクスかＥメールで健康課健
康づくり推進班☎（497）3494・℻（492）3033・
kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ
※電話で申し込むこともできます。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
お
し
ゃ
べ

り
広
場

　
子
育
て
や
趣
味
の
こ
と
な
ど
の
情

報
を
交
換
す
る
場
で
す
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
24
日
、
11
月
28
日
、
1

月
30
日
、
2
月
27
日
、
3
月
26
日
各

月
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
（
自
由
参
加
）

参
加
費
　
無
料

問
　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

9
6

健康づくり講演会　ズバリ！ 禁煙！
～もう一度たばこのことを考えてみましょう～
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

子

ど

も

白  

お
料
理
ク
ラ
ブ

　
か
つ
お
節
と
コ
ン
ブ
を
使
っ
て
取

っ
た
だ
し
の
う
ど
ん
や
デ
ザ
ー
ト
を

作
ろ
う
。

日
時
　
11
月
6
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
上
履
き

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
24
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
白
井
児
童
館
へ

公  

お
は
な
し
会

　  「
お
は
な
し
の
た
ま
て
ば
こ
」
に

よ
る
楽
し
い
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

日
時

　
29
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

法
目
の
佛ぶ

っ
ぽ
う
じ

法
寺

　
市
役
所
の
南
方
、
白
井
駅
の
北

東
側
の
調
整
池
に
程
近
い
復
字
法

目
地
区
は
中
世
の
板い

た
び碑
が
出
土
す

る
な
ど
、
市
内
で
古
く
か
ら
多
く

の
人
が
生
活
し
て
き
た
歴
史
の
あ

る
地
区
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
菩
提
寺
で
あ
る
佛
法
寺

は
「
し
ろ
い
七
福
神
め
ぐ
り
」
の

寿じ
ゅ
ろ
う
じ
ん

老
人
を
祭
る
寺
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
正
式
に
は
長

ち
ょ
う
め
い
さ
ん

命
山

佛ぶ
っ
し
ょ
う
い
ん

性
院
佛
法
寺
と
い
い
、
天
台
宗

に
属
す
る
寺
院
で
す
。
創
建
の
年

代
は
不
詳
で
す
が
、
鎌
倉
時
代
に

作
ら
れ
た
市
指
定
文
化
財
の
木
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
及
両
脇
侍
立
像

が
本
尊
と
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
中
央
に
座
る
中
尊
像
が

阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
、
両
脇
に
腰

を
か
が
め
て
立
つ
両
脇
侍
立
像
の

う
ち
右
側
が
観
音
菩
薩
立
像
、
左

側
が
勢せ

い
し
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

至
菩
薩
立
像
で
す
。
こ
の

三
尊
像
は
13
世
紀
中
頃
に
一
緒
に

制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
像ぞ

う
こ
う高

38
㌢

㍍
で
複
数
の
ヒ
ノ
キ
材
を
組
み
合

わ
せ
た
寄
木
造
の
表
面
に
漆
を
塗

り
、
そ
の
上
に
金
箔
を
貼
っ
て
仕

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
に
は
玉

眼
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
手
は
来

迎
印
を
表
し
な
が
ら
右
足
を
上
に

結け
っ
か
ふ
ざ

跏
趺
坐
し
て
い
ま
す
。
本
像
は

頭
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
整
っ

て
お
り
、
筋
肉
質
な
肉
付
け
で
ほ

ど
よ
い
奥
行
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

顔
は
丸
く
張
り
、
表
情
は
男
性
的

で
引
き
締
ま
っ
て
お
り
、
運
慶
風

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

の
伝
統
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
う
し
た
阿
弥
陀
如
来
坐

像
の
特
徴
は
、
両
脇
侍
立
像
で
あ

る
観
音
菩
薩
立
像
と
勢
至
菩
薩
立

像
（
像
高
43
㌢
㍍
）
に
も
共
通
す

る
も
の
で
す
。

　
市
内
で
は
現
在
2
4
0
体
以
上

の
仏
像
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
大
半
は
江
戸
時
代
の
作
で
あ

り
、
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
本

像
は
市
内
最
古
級
の
一
組
の
三
尊

像
と
し
て
、
文
化
史
上
貴
重
な
も

の
で
す
。

　
佛
法
寺
の
あ
る
法
目
地
区
は
、

鎌
倉
時
代
に
は
埴は

ぶ
さ
い
じ
ょ
う
と
み
が
や
ご
う

生
西
條
富
谷
郷

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
9

月
15
日
号
の
記
事
で
、
当
時
の
富と

み

谷が
や
ご
う郷
は
北
条
氏
の
一
門
で
あ
る
金か

ね

澤さ
わ

氏
の
所
領
で
、
鎌
倉
幕
府
の
15

代
執
権
の
金か

ね
さ
わ
さ
だ
あ
き

澤
貞
顕
が
幼
少
期
を

富
谷
郷
で
過
ご
し
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
金
澤
貞
顕
は
13
世
紀

後
半
の
生
ま
れ
な
の
で
、
も
し
か

し
た
ら
佛
法
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
及
両
脇
侍
立
像
を
見
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

子

育

て

スポーツの秋
いろいろなイベントで楽しもう

平成24年度使用中学校教科用図書
種目 発行者 図書名
国語

教育出版
伝え合う言葉　中学国語

書写 中学書写
地理 東京書籍 新しい社会　地理
地図 帝国書院 中学校社会科地図
歴史

東京書籍
新しい社会　歴史

公民 新しい社会　公民
数学 啓林館 未来へひろがる数学
理科 大日本図書 理科の世界

音楽一般
教育出版

中学音楽
音楽のおくりもの音楽器楽

美術 開隆堂出版 美術
保健体育 大日本図書 中学校　保健体育
技術・家庭
（技術分野）

開隆堂出版

技術・家庭（技術分野）

技術・家庭
（家庭分野）

技術・家庭（家庭分野）

英語
SUNSHINE ENGLISH 

COURSE

勢至菩薩立像、阿弥陀如来坐像、観音菩薩立像

　折り紙や画用紙で切り紙を作って、メッ
セージカードとコースターにしよう。
日時　29日㈯　午前10時～正午
対象　小学生以上　10人（申し込み順）
持ち物　先のとがったはさみ、のり、ホチキス
■申　24日㈪までに電話か直接白井児童館へ

メッセージカードとコースター
対
象

　
乳
幼
児
〜
小
学
生

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う 

「
お
料
理

ご
っ
こ
し
ま
し
ょ
」

日
時

　
11
月
1
日
㈫

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
10
月
29
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

母
親
く
ら
ぶ

　
マ
カ
ロ
ニ
リ
ー
ス
や
簡
単
に
で
き

る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
11
月
9
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

白   切り紙を作ろう

総合型地域スポーツクラブ3クラブ合同交流大会
　市ではスポーツクラブ会員による交流大会を開催します。新規入会も受け付けますので、
初めての人も参加してください。
　会場ではクラブ指導者による初心者教室を併せて開催します。
種目・日程・場所　硬式テニス・10月22日㈯（雨天の場合は29日㈯に延期）・白井運動公園、
卓球・10月29日㈯・白井第三小学校
時間　午前9時～
対象　市内在住・在勤・在学者（自由参加）
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
教
育
セ
ン
タ
ー
室
　
内
線
3
4

7
0教

育
委
員
紹
介

　
教
育
委
員
は
教
育
行
政
に
お
け
る

重
要
な
事
項
や
基
本
方
針
な
ど
を
決

定
し
ま
す
。

　
前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
石
垣
裕
子
さ
ん
を
教
育
委
員
と

し
て
任
命
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
23
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線
3

4
1
2

白井運動公園テニスイベント～ワンデーレディース
マッチ～
日時　11月14日㈪　午前9時～午後4時（雨天中止）
対象　18歳以上の女性ペア　16組（申し込み順）
※申込者が6組に満たない場合は中止します。
参加費　2,500円（保険代など）
■申・■問　11月11日㈮までに電話か参加費持参の上、直接白井運動公園☎（497）0222へ

日本年金機構研修センター運動施設開放日
日時　11月19日㈯・20日㈰・26日㈯・27日㈰　午前9時～午後5時
対象　市内在住・在勤・在学者（申し込み順）
※未成年者の利用には必ず成人が同伴してください。
利用料金　テニスコート600円、体育館1,480円、グラウンド2,920円（各2時間単位）
■申・■問　10月25日㈫までに申請書（生涯学習課にあります）に必要事項を記入の上、直接
生涯学習課スポーツ振興班　内線3436へ
※初めて申請する場合は利用者の登録が必要です。

平
成
24
年
度
使
用
中
学

校
教
科
用
図
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た

　
市
内
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
用

図
書
（
教
科
書
）
は
印
旛
郡
市
9
市

町
で
構
成
す
る
印
旛
採
択
地
区
協
議

会
に
よ
る
協
議
に
基
づ
い
て
、
同
一

の
採
択
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
使
用
す
る

中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
の
結
果

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
学
校
教
育
法
附
則
第
9
条
の
規
定

に
よ
る
一
般
図
書
（
特
別
支
援
学
級

に
お
い
て
使
用
可
能
な
も
の
）
に
つ
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イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
「
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
無
料
体
験

　
音
楽
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
子

ど
も
の
持
つ
感
性
や
リ
ズ
ム
感
、
集

中
力
な
ど
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
対
象

　
①
21
日
㈮
、
28
日
㈮

午
前
11
時
〜
・
1
歳
6
カ
月
〜
2
歳
、

午
前
11
時
45
分
〜
・
2
〜
3
歳
、
②

22
日
㈯
、
29
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
・

3
〜
4
歳

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

申
・
問

　
電
話
で
増
田
☎
（
4
9
1
）

8
2
4
1
へ

◆
借
金
や
ヤ
ミ
金
融
・
家
計
に
関
す

る
無
料
相
談
会

　
県
で
は
借
金
や
ヤ
ミ
金
融
被
害
、

家
計
管
理
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
警

察
な
ど
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
22
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
印
西
市
役
所

申
・
問

　
電
話
で
県
環
境
生
活
部
県

民
生
活
課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2

2
9
2
、
印
西
市
環
境
経
済
部
経
済

政
策
課
☎
0
4
7
6
（
4
2
）
5
1

1
1
（
内
線
3
5
4
）
へ

◆
き
の
こ
観
察
会

　
森
の
中
で
季
節
の
キ
ノ
コ
を
一
緒

に
探
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
荒
天
の
場
合
は
23
日
㈰

に
延
期
）　  

集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
（
清
戸
）　  

対
象
　
一
般
　

20
人
（
申
し
込
み
順
）　  

講
師
　
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
平
尾
信
三

さ
ん
　
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み

物
、
軍
手
、
小
雨
用
雨
具
　
服
装
　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
（
黒
色
を

除
く
）  

、
参
加
費

　
1
0
0
円
（
資

料
代
）

申
・
問

　
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の

原
っ
ぱ
と
森
の
会
　
松
永
☎
（
4
9

1
）
6
3
6
5

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
相
談
料
　
無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
コ
ー
ラ
ス
・
ポ
ワ
リ
エ
20
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト

　
新
保
真
理
子
さ
ん
の
指
揮
、
安
倍

美
穂
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
女
声
合

唱
組
曲
「
心
の
四
季
」
や
「
時
代
」

な
ど
を
合
唱
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所

　
船

橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
　
入
場
料

無
料

問
　
畠
山
☎
0
4
7
（
4
3
9
）
9

5
1
4

◆
「
腎
臓
病
を
考
え
る
会
」
講
演
会

　
腎
臓
病
、
糖
尿
病
や
そ
れ
ぞ
れ
の

食
事
療
法
な
ど
に
関
心
の
あ
る
人
で

あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
講
演
会
の
ほ
か
に
も
「
膵
腎
同
時

移
植
」
に
関
す
る
患
者
の
体
験
談
の

発
表
や
、
医
療
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
　
場
所
　
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ

ザ
（
千
葉
市
中
央
区
）　  

テ
ー
マ
・

講
師

　  「
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）

と
透
析
」   
・
千
葉
社
会
保
険
病
院
副

高

齢

者

院
長
、
県
透
析
学
会

　
室
谷
典
義
会

長
、   「
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
と

透
析
の
食
事
療
法
」  

・
千
葉
社
会
保

険
病
院
　
大
森
節
子
栄
養
課
長
　
対

象
　
一
般
　
1
8
0
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

問
　
N
P
O
法
人
千
葉
県
腎
臓
病
協

議
会
☎
0
4
3
（
2
5
6
）
4
6
6
1

◆
D
V
D
「
太
平
洋
戦
争
」
視
聴
&

懇
談
会

　 

「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
D
V
D
を
視
聴
し
な
が
ら
、

懇
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
30
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
20
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　
参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
平
和
委
員
会
　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

　
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
の
持
つ

パ
ワ
ー
が
目
と
心
を
癒
し
ま
す
の
で
、

体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
1
日
㈫
〜
6
日
㈰
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
11
月
6
日
㈰
の
終
了
時
間
は
午
後

4
時
で
す
。

　
11
月
3
日
㈷
・
5
日
㈯
・
6
日
㈰

は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
と
小
物
を
使
っ

て
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
る
体

験
講
座
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

場
所
　
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
印

西
市
）

問
　
宮
﨑
☎
（
4
9
7
）
2
9
1
8  

◆
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　
印
西
地
区
消
防
組
合
で
は
管
内
住

民
へ
の
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
救
命
講
習
（
A
E
D
使
用

訓
練
を
含
む
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）
を

実
施
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
12
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

正
午

　
場
所

　
印
西
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
（
印
西
市
）　  

対
象
　
一

般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

申
・
問

　
31
日
㈪
正
午
ま
で
に
電
話

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
水
陽
会
」
会

員
募
集

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
美
し
い

音
色
を
奏
で
る
大
正
琴
で
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1

時
〜
3
時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

　
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
） 

や
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
「
千
葉
県
最
低
賃

金
」
が
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
7
4

8
円
（
4
円
増
額
）
に
改
正
さ
れ
た

の
で
、
使
用
者
は
こ
の
額
よ
り
低
い

賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
　
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
☎
0
4
3
（
2
2
1
）
2
3
2
8
）

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
う

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
説
明
会
に
参
加

し
て
、
長
年
培
っ
た
豊
か
な
知
識
と

経
験
を
生
か
し
、
健
康
や
生
き
が
い

の
た
め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
27
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
（
自
由
参
加
）

ボ  

備
え
て
安
心
の
お
手

伝
い

　
家
具
の
転
倒
を
防
止
す
る
金
具
や

火
災
報
知
機
の
取
り
付
け
を
、
市
内

活
動
団
体
「
し
ろ
い
お
助
け
隊
」
が

助
け
ま
す
。

※
取
り
付
け
希
望
日
時
は
、
問
い
合

　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

趣
味
・
教
養
・
学
習

　色画用紙を切ってクリスマスカー
ドを作りましょう。
日時　11月24日㈭　午後0時30分～
午後3時
対象　市内在住のおおむね60歳以
上　10人（申し込み順）
参加費　100円（材料費）
■申　10月31日㈪までに電話か直接
福祉センターへ

で
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警

防
課
救
急
救
助
係
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
9
9
6
4
へ

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園「
緑
の
教
室
」

①
冬
の
園
芸
作
業
ア
ラ
カ
ル
ト
&
園

芸
相
談

　
冬
に
行
う
い
ろ
い
ろ
な
園
芸
作
業

に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
話

し
ま
す
。

日
時

　
11
月
19
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　
30
人

（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費
　
無
料

②
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
上
手
な
育
て
方

　
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
特
性
や
年
間
の

管
理
な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
27
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
①
は
10
月
19
日
㈬
、
②
は

10
月
27
日
㈭
の
午
前
9
時
か
ら
電
話

か
直
接
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎
0

4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
1
へ

火災報知機の設置

福  
福
祉
作
業
所
合
同
事

業
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」

　
今
年
は
ビ
ン
ゴ
大
会
や
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
特
製
の
菓
子
の
販
売
を
行
い
ま

す
。
ビ
ン
ゴ
大
会
に
参
加
し
た
人
に

は
参
加
賞
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
も
の
を

身
に
付
け
た
人
や
仮
装
し
て
来
た
人

に
は
特
典
が
あ
り
ま
す
。

日
程
　
28
日
㈮

時
間
・
内
容
　
午
前
11
時
30
分
〜
・

ビ
ン
ゴ
用
紙
配
布
、
正
午
〜
・
菓
子

販
売
、
午
後
1
時
30
分
〜
・
ビ
ン
ゴ

大
会

駅  

ド
リ
ー
ム
パ
ス
ポ
ー

ト
〜
あ
な
た
の
夢
を
応

援
し
ま
す
〜

　
プ
ロ
が
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
パ
テ
ィ

シ
エ
に
な
り
た
い
人
へ
の
講
座
で
す
。

日
時

　
11
月
2
日
㈬

　
午
後
6
時
〜

8
時

対
象
　
中
・
高
校
生
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
パ
テ
ィ
シ
エ
　
武
藤
栄
さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
　
11
月
1
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  
将
棋
大
会

　
大
人
も
子
ど
も
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
5
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）　

申
　
11
月
2
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

わ
せ
の
際
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
金
具
や
火
災
報
知
機
は
事
前
に
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど

取
り
付
け
料
　
無
料

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

公  

プ
チ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室

　
秋
か
ら
冬
を
彩
る
ハ
ン
ギ
ン
グ
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
11
月
7
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
筆
記
用

具
、
花
ば
さ
み
、
土
入
れ
、
持
っ
て

い
れ
ば
ハ
ン
ギ
ン
グ

参
加
費
　
1
、
2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
ハ
ン
ギ
ン
グ
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
別
に
8
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

申
　
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

初
級
音
声
訳
講
習
会

〜
声
で
つ
な
ぐ
福
祉
の

心
〜

　
音
声
訳
の
基
礎
知
識
と
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
11
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、

12
月
9
日
・
16
日
、
1
月
13
日
（
各

金
曜
日
）　  

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
（
全
6
回
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
25
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
教
材
費
）

申
　
11
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福   生きがい支援事業
「切り紙絵カード講座」

クリスマスカード

2011.10.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2011.10.15 6み ん な の ひ ろ ば

る
も
の
。
そ
れ
は
ま
ず
第
2
の
家

庭
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

さ
ら
に
多
く
の
兄
弟
姉
妹
が
一
緒

に
暮
ら
し
、
楽
し
く
遊
び
、
競
争

し
た
り
け
ん
か
が
あ
っ
た
り
、
普

段
で
は
経
験
で
き
な
い
場
所
で
あ

り
、
世
の
中
を
知
り
鍛
え
ら
れ
る

よ
う
な
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

桜
台
学
童
は
、
そ
ん
な
保
護
者
の

思
い
の
ど
の
要
素
も
多
く
詰
ま
っ

て
お
り
、
い
つ
も
笑
い
声
に
あ
ふ

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

見て、上手に刈れたでしょ

秋
茄
子
の
は
じ
け
む
ば
か
り
果
皮
の
艶

秋
嶺
の
信
濃
へ
心
預
け
た
し

あ
つ
き
日
の
木
陰
に
風
の
涼
し
け
れ

惜
し
む
べ
く
曙
光
に
残
る
月
の
眉

門
火
焚
く
母
は
独
り
と
向
き
合
ひ
て

蟷
螂
の
鳴
き
も
せ
ず
し
て
首
も
た
げ

加
齢
と
は
静
か
に
速
し
花
や
葉
に

雲
う
す
れ
ビ
ル
に
秋
空
明
け
渡
す

高
層
の
灯
火
煌
め
く
夜
長
か
な 

こ
の
猛
暑
を
く
ぐ
り
く
ぐ
り
て
秋
刀
魚
喰
う

孤
を
描
く
秋
空
の
模
型
飛
行
機

昨
日
と
は
涼
し
す
ぎ
る
や
別
世
界

尺
八
の
音
し
め
や
か
に
秋
の
か
ぜ

背
広
掛
け
夫
一
人
待
つ
秋
の
宵

田
終
い
や
農
夫
の
肩
が
丸
く
な
る

天
下
人
育
て
し
駅
も
赤
い
羽
根

残
り
蝉
網
戸
に
ジ
ジ
と
し
が
み
つ
き

蜩
や
鈴
降
る
如
き
夕
木
立

ひ
こ
う
き
の
雲
引
き
つ
れ
て
青
い
空

姫
の
世
も
同
じ
光
か
今
日
の
月

故
郷
の
で
ん
す
け
と
云
ふ
西
瓜
か
な

古
里
は
実
迎
ふ
る
梨
の
村

曼
珠
沙
華
遠
き
戦
火
の
色
な
せ
り

実
る
秋
線
量
測
る
愚
か
し
さ

夕
や
け
の
花
野
靜
に
風
渡
る

嵐
去
り
空
は
晴
れ
て
も
奈
良
紀
州

　
　
　
熊
野
古
道
も
土
砂
に
埋
ま
り
て

大
地な

ゐ震
に
驚
き
去
り
し
大
白
鳥

　
　
　
来
る
や
来
ざ
る
や
秋
は
来
に
け
り

師
の
声
が
聞
こ
え
た
気
が
せ
り
盂
蘭
盆
に

　
　
　
友
と
手
向
け
し
香
の
燻
れ
ば

誕
生
日
母
に
連
れ
ら
れ
バ
ナ
ナ
食
む

　
　
　
夜
の
八
百
屋
の
遥
か
な
映
像

鉄
線
の
蔓
は
づ
し
ゆ
く
吾
が
手
元

　
　
　
前
肢
か
ざ
し
て
螳
螂
い
か
る

の
ぞ
き
こ
む
小
さ
な
繁
み
目
の
馴
れ
て

　
　
　
茗
荷
の
子
採
る
朝
の
ひ
と
と
き

満
天
の
星
の
一
つ
を
夫
と
決
め

　
　
　
テ
レ
パ
シ
ー
交
信
試
し
て
み
た
り

モ
ノ
ク
ロ
の
記
憶
に
の
こ
る
青
春
は

　
　
　
山
を
愛
し
て
人
に
恋
し
た

山
あ
ひ
に
夕
陽
が
沈
み
そ
の
せ
つ
な

　
　
　
町
の
灯
一
斉
に
輝
き
を
増
す

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

根
　
　
　
　
乾
　
タ
カ
子

神
々
廻
　
　
髙
橋
勲
次
郎

西
白
井

　
　
山
本
幸
恵

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

大
松

　
　
　
織
本
泰
子

堀
込
　
　
　
上
條
さ
つ
き

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

根
　
　
　
　
阿
久
津
幸
子

神
々
廻

　
　
斉
藤
と
み
子

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

根
　
　
　
　
印
南
満
子

桜
台
　
　
　
山
田
　
明

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

掘
込

　
　
　
名
越
た
て
み

冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
桜
台
学
童
保
育
所
は
現
在
児
童

数
35
人
。
年
間
を
通
じ
て
多
く
の

行
事
が
あ
り
、
そ
の
中
で
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
く
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
桜
台
学
童
保
育
所

を
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
目
か

ら
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
か
ら
見
た
学
童

　「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」
か

ら
始
ま
る
桜
台
学
童
保
育
所
。
こ

こ
は
第
2
の
家
庭
と
呼
ば
れ
る
場

所
で
、
す
で
に
保
育
園
時
代
か
ら

身
に
付
け
た
力
、
た
く
ま
し
さ
で

学
童
と
い
う
新
環
境
へ
の
適
応
も

素
早
か
っ
た
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
居
場
所
を
確
保
し
、
学

童
の
様
子
を
つ
か
む
と
糸
の
切
れ

た
た
こ
の
よ
う
に
解
き
放
た
れ
ま

す
。
そ
し
て
心
の
叫
び
を
吐
き
出

し
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
姿
、

顔
に
な
り
ま
す
。「
本
当
は
子
ど

も
っ
て
大
変
な
ん
だ
な
」
と
共
感

し
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
積

む
途
中
に
「
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
て

く
れ
る
」「
甘
え
さ
せ
て
く
れ
る
」

「
本
気
で
怒
っ
て
く
れ
る
」
そ
ん

な
指
導
員
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
安

心
感
の
下
、
共
に
生
活
し
、
共
に

成
長
し
て
い
く
場
が
こ
の
桜
台
学

童
保
育
所
と
考
え
ま
す
。

保
護
者
か
ら
見
た
学
童

　
保
護
者
が
学
童
保
育
所
に
求
め

　
ま
た
学
童
保
育
所
な
ら
で
は
の

「
学
年
を
超
え
た
仲
間
意
識
・
交

流
、
連
帯
感
」
を
よ
り
高
め
る
に

は
「
大
将
」
の
存
在
が
必
要
で
す
。

「
目
上
の
人
を
敬
う
」「
下
級
生

の
面
倒
を
見
る
」
当
た
り
前
の
こ

と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
現
実
も

あ
り
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
昔
の
ガ
キ
大
将
の
よ

う
な
、
先
生
に
代
わ
っ
て
下
級
生

を
取
り
ま
と
め
、
む
し
ろ
、
み
ん

な
先
生
の
言
う
こ
と
よ
り
も
大
将

の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
、
そ
ん

な
絶
対
的
な
存
在
。「
大
将
」
を

中
心
に
互
い
に
大
切
と
思
い
合
え

る
仲
間
に
な
る
。
そ
れ
が
今
の
桜

台
学
童
保
育
所
に
最
も
必
要
な
も

の
で
す
。
上
級
生
に
大
い
に
期
待

し
つ
つ
、
見
守
り
、
支
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

学  

童  

保  

育  

所  

⑦

桜
台
学
童
保
育
所

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

れ
、
楽
し
い
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。

　
共
働
き
な
ど
で
な
か
な
か
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
え
な
い
保
護
者

に
代
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
間
近
に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、

一
緒
に
遊
び
笑
い
、
時
に
は
厳
し

く
指
導
し
て
く
れ
て
い
る
先
生
方

に
感
謝
し
ま
す
。

会
長
か
ら
見
た
学
童

　
私
た
ち
桜
台
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

運
営
委
員
会
は
「
活
力
・
連
帯
感

の
あ
る
学
童
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
活
力
」
は
普
段
か
ら
親
と

先
生
、
親
同
士
、
子
供
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
番

大
事
な
も
の
で
す
が
、
子
ど
も
の

入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
今
の
桜
台

学
童
保
育
所
に
お
い
て
は
簡
単
に

い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

熱戦に次ぐ熱戦
　9月4日、桜台中学校体育館で白井市家庭婦人バレーボール協会によ
る創立30周年記念秋季市民大会が開催されました。同協会はバレーの
普及発展を図りながら親睦と健康増進に努め、明るい家庭生活の基盤
を確立する事を目的として昭和57年4月に発足したもので、今年で創立
30周年を迎えました。
　現在の加盟チームはそれぞれ各中学校区内居住の人で構成され、普
段は各地区の小・中学校体育館で練習を行っています。
　大会に先立ち記念式典が行わ
れ、記念品の授与などが行われ
た後、参加10チーム約150人に
よる試合が行われ、熱戦に次ぐ
熱戦が繰り広げられました。ど
のチームも日ごろの練習成果を
遺憾なく発揮、ポイントを取る
ごとに大きな歓声が上がり、会
場は熱気に包まれていました。

刈り取った稲を手に、ハイポーズ

スパイクを打つボールの行方に視線が集中

　9月24日、市内木地区の田で
ファミリー稲刈り体験が行われ
ました。これは農業と主食のコ
メに対する理解と関心を深めて
もらおうと、市とＪＡ西印旛農
業組合が開催したもので、子ど
も連れの家族54人が参加し、鎌
を片手に普段やりなれない稲刈
りに汗を流していました。

　田にはバッタやカエルもたくさんいて稲刈りをそっちのけで虫を捕
まえることに夢中になる姿も見られました。またコンバインの体験乗
車も行われ、初めて乗るコンバインに子どもたちは大はしゃぎ。保護
者たちはコンバインに先回りをしてカメラやビデオカメラを構えたり
と大忙しでした。
　昼食ではカレーライスが振る舞われ、青空の下で昼食を食べながら
参加者は普段とは違った休日を楽しんでいました。 みんな仲良し


